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2 　AB = AC = 4, ∠BAC = 90◦の三角形において，辺AB上に点P，辺AC上に点Qがあり，AP = AQ = x (0＜x＜ 4)

とおく。また，辺 BCの中点をMとする。このとき次の問いに答えよ。

(1) 4PQMの面積 yを xを用いて表せ。

(2) 0＜ x＜ 4の範囲で (1)で求めた関数のグラフをかけ。また，4PQMの面積の最大値を求めよ。

3 　四面体 ABCDがあり，AB = AC = 1, AD = 2, ∠BAC = ∠CAD = ∠DAB = 90◦ のとき，次の問いに答えよ。

(1) ∠BDC = θとしたとき，cos θの値を求めよ。

(2) 4BDCの面積を求めよ。

(3) Aから4BDCに垂直に線を下ろして，その交点を Hとするとき，AHの長さを求めよ。

4 　さいころを５回振ったとき，次の問いに答えよ。

(1) 奇数がちょうど３回出るときの確率を求めよ。

(2) 奇数が３回以上出るときの確率を求めよ。
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　よってグラフは右図のようになる。

　グラフより x = 2のときに最大値 2をとる。
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